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(57)【要約】
【課題】情報処理装置の使用者の利便性を向上させる。
【解決手段】情報処理装置は、操作部とオブジェクト選
択画像を表示する表示部とを備える。オブジェクト選択
画像は、リング状に並べて配置された位置指定図形群を
含み、位置指定図形群は、それぞれ１つのオブジェクト
を配置できるＮ（Ｎは３以上の整数）個の位置指定図形
で構成される。表示部は、オブジェクト選択画像におい
て、位置指定図形群を、配置されたオブジェクトと共に
、リングの周方向に沿って回転移動させ、位置指定図形
群の内の特定位置指定図形を、操作部の操作により特定
位置指定図形上に配置されたオブジェクトの選択を行え
ることを識別できる表示とする。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理装置であって、
　操作部と、
　オブジェクトを選択するためのオブジェクト選択画像を表示する表示部と、を備え、
　前記オブジェクト選択画像は、リング状に並べて配置され、それぞれ１つのオブジェク
トを配置可能なＮ（Ｎは３以上の整数）個の位置指定図形で構成された位置指定図形群を
含み、
　前記表示部は、前記操作部が所定の回転指示操作を受け付けると、前記オブジェクト選
択画像において、前記位置指定図形群を、各前記位置指定図形上に配置されたオブジェク
トと共に、前記リングの周方向に沿って前記回転指示操作に応じた回転量だけ回転移動さ
せ、前記回転移動の停止状態において前記位置指定図形群の内の特定の位置に位置する１
つの前記位置指定図形である特定位置指定図形を、前記操作部の操作により前記特定位置
指定図形上に配置されたオブジェクトの選択を行えることを識別できる表示とする、情報
処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記オブジェクト選択画像において、オブジェクトが配置されていない
前記位置指定図形である未配置位置指定図形が前記特定の位置に停止して前記特定位置指
定図形とならないように、前記回転量を調整する、情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記オブジェクト選択画像において、前記特定位置指定図形を非透明で
表示し、前記特定位置指定図形以外の前記位置指定図形を半透明で表示する、情報処理装
置。
【請求項４】
　請求項３に記載の情報処理装置であって、
　前記オブジェクト選択画像において、前記リングを含む仮想平面は、前記オブジェクト
選択画像の画像面に平行ではなく、前記特定の位置は、前記リング状配置における最も手
前側の位置である、情報処理装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記オブジェクト選択画像において、各前記位置指定図形を、前記リン
グ状配置における手前側に位置する前記位置指定図形ほど大きく表示する、情報処理装置
。
【請求項６】
　請求項４または請求項５に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記オブジェクト選択画像において、少なくとも１つの前記位置指定図
形を、前記リング状配置におけるより手前側に位置する前記位置指定図形より輪郭がぼや
けた表示とする、情報処理装置。
【請求項７】
　請求項４ないし請求項６のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記オブジェクト選択画像において、前記仮想平面の前記オブジェクト選択画像の画像
面に対する傾きは、前記リング状配置における奥側に位置する少なくとも１つの前記位置
指定図形の少なくとも一部分が手前側に位置する前記位置指定図形に重なるような角度に
設定されている、情報処理装置。
【請求項８】
　請求項１ないし請求項７のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記位置指定図群を複数設定し、前記操作部が所定の切り替え指示操作
を受け付けると、前記オブジェクト選択画像において、表示する前記位置指定図形群を他
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の前記位置指定図形群に切り換える、情報処理装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記複数の位置指定図形群のそれぞれに順番を設定し、前記操作部が所
定の順次切り替え指示操作を受け付ける毎に、前記オブジェクト選択画像において、前記
順番に従って、表示する前記位置指定図形群を切り換える、情報処理装置。
【請求項１０】
　請求項８または請求項９に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記位置指定図形群の表示切り替えの際に、新たに表示する前記位置指
定図形群における前記特定の位置にオブジェクトが配置されていない前記位置指定図形が
位置している場合には、前記特定の位置にオブジェクトが配置された前記位置指定図形が
位置することとなるように、前記位置指定図形群を前記リングの周方向に沿って回転移動
させる、情報処理装置。
【請求項１１】
　請求項１ないし請求項１０のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記操作部が所定のモード切り替え指示操作を受け付けると、オブジェ
クトを前記位置指定図形上に配置するための画像であって、前記オブジェクト選択画像に
おける前記位置指定図形群に対応する配置用位置指定図形群を含むオブジェクト配置画像
を表示し、
　前記表示部は、前記操作部が所定の回転指示操作を受け付けると、前記オブジェクト配
置画像において、前記配置用位置指定図形群を、各前記位置指定図形上に配置されたオブ
ジェクトと共に、前記リングの周方向に沿って前記回転指示操作に応じた回転量だけ回転
移動させ、前記配置用位置指定図形群における前記特定位置指定図形を、前記操作部の操
作によりオブジェクトの配置を行えることを識別できる表示とする、情報処理装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の情報処理装置であって、
　前記オブジェクト配置画像において、前記リングを含む仮想平面は、前記オブジェクト
選択画像の画像面に平行ではなく、
　前記オブジェクト配置画像における前記仮想平面の前記オブジェクト配置画像の画像面
に対する傾きは、前記オブジェクト選択画像における前記仮想平面の前記オブジェクト選
択画像の画像面に対する傾きと異なる、情報処理装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記オブジェクト配置画像において、前記特定位置指定図形を非透明で
表示し、前記特定位置指定図形以外の前記位置指定図形を半透明で表示し、
　前記オブジェクト配置画像における前記仮想平面の前記オブジェクト配置画像の画像面
に対する傾きは、すべての前記位置指定図形の少なくとも一部分が他の前記位置指定図形
に重ならないような角度に設定されている、情報処理装置。
【請求項１４】
　操作部と、オブジェクトを選択するためのオブジェクト選択画像を表示する表示部と、
を有する情報処理装置の制御方法であって、
　前記オブジェクト選択画像は、リング状に並べて配置され、それぞれ１つのオブジェク
トを配置できるＮ（Ｎは３以上の整数）個の位置指定図形で構成された位置指定図形群を
含み、
　前記方法は、前記操作部が所定の回転指示操作を受け付けると、前記オブジェクト選択
画像において、前記位置指定図形群を、各前記位置指定図形上に配置されたオブジェクト
と共に、前記リングの周方向に沿って前記回転指示操作に応じた回転量だけ回転移動させ
、前記回転移動の停止状態において前記位置指定図形群の内の特定の位置に位置する１つ
の前記位置指定図形である特定位置指定図形を、前記操作部の操作により前記特定位置指
定図形上に配置されたオブジェクトの選択を行えることを識別できる表示とする工程を備
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える、方法。
【請求項１５】
　透過型頭部装着型表示装置であって、
　画像を表す画像光を生成する画像光生成部と、生成された前記画像光を使用者の眼に導
く導光部と、を有し、使用者の頭部に装着された状態において使用者に虚像を視認させる
画像表示部と、
　操作部と、を備え、
　前記画像表示部は、リング状に並べて配置され、それぞれ１つのオブジェクトを配置で
きるＮ（Ｎは３以上の整数）個の位置指定図形で構成された位置指定図形群を含むオブジ
ェクト選択画像を表示すると共に、前記操作部が所定の回転指示操作を受け付けると、前
記オブジェクト選択画像において、前記位置指定図形群を、各前記位置指定図形上に配置
されたオブジェクトと共に、前記リングの周方向に沿って前記回転指示操作に応じた回転
量だけ回転移動させ、前記回転移動の停止状態において前記位置指定図形群の内の特定の
位置に位置する１つの前記位置指定図形である特定位置指定図形を、前記操作部の操作に
より前記特定位置指定図形上に配置されたオブジェクトの選択を行えることを識別できる
表示とする、透過型頭部装着型表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置および情報処理装置の制御方法、透過型頭部装着型表示装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピューターや携帯情報端末等の情報処理装置は、例えば、複数のアイコ
ンが配置されたメニュー画像を表示部に表示し、マウスやタッチパッド等の操作部の操作
により１つのアイコンが選択されると、選択されたアイコンに対応する処理（例えばアプ
リケーションプログラムの起動）を行う。従来、リング状の図形とリング状の図形上に配
置された複数のアイコンとを含むメニュー画像を表示し、操作部の操作に応じて、複数の
アイコンを配置順序を維持したままリング状の図形に沿って回転移動させ、リング状の図
形の特定位置に配置されたアイコンに関する選択操作を受け付ける情報処理装置が知られ
ている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－３２６１８９号公報
【特許文献２】特開平１１－１４３６７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記従来の情報処理装置では、リング状の図形上に配置されるアイコンの数の
増減に応じて、アイコン間の間隔やアイコンの大きさといったアイコンの配置態様が変化
し得るため、使用者に違和感を与えやすく、使用者の利便性向上の余地があった。また、
上記従来の情報処理装置では、リング状の図形上に配置されるアイコンの数が増加すると
、所望のアイコンが見付けづらくなり、反対にリング状の図形上に配置されるアイコンの
数が減少すると、アイコンがリング状に配置されていることを認識しづらくなってアイコ
ン群を回転移動させる操作を直感的に行うことが難しくなり、これらの点からも使用者の
利便性向上の余地があった。
【０００５】
　なお、このような課題は、アイコンを選択するための画像に限らず、オブジェクトを選
択するためのオブジェクト選択画像を表示部に表示する情報処理装置に共通の課題であっ
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た。
【０００６】
　本発明は、上述の課題を解決するためになされたものであり、情報処理装置の使用者の
利便性（使い勝手）を向上させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題の少なくとも一部を解決するために、本発明は、以下の形態または適用例とし
て実現することが可能である。
【０００８】
［適用例１］情報処理装置であって、
　操作部と、
　オブジェクトを選択するためのオブジェクト選択画像を表示する表示部と、を備え、
　前記オブジェクト選択画像は、リング状に並べて配置され、それぞれ１つのオブジェク
トを配置可能なＮ（Ｎは３以上の整数）個の位置指定図形で構成された位置指定図形群を
含み、
　前記表示部は、前記操作部が所定の回転指示操作を受け付けると、前記オブジェクト選
択画像において、前記位置指定図形群を、各前記位置指定図形上に配置されたオブジェク
トと共に、前記リングの周方向に沿って前記回転指示操作に応じた回転量だけ回転移動さ
せ、前記回転移動の停止状態において前記位置指定図形群の内の特定の位置に位置する１
つの前記位置指定図形である特定位置指定図形を、前記操作部の操作により前記特定位置
指定図形上に配置されたオブジェクトの選択を行えることを識別できる表示とする、情報
処理装置。
【０００９】
　この情報処理装置では、オブジェクト選択画像に表示される位置指定図形群を構成する
位置指定図形の数Ｎが増減しないため、位置指定図形間の間隔や位置指定図形の大きさと
いった位置指定図形の配置態様が変化せず、常に同一配置態様の位置指定図形が表示され
る。そのため、使用者は、位置指定図形群へのオブジェクトの配置状況の如何に関わらず
、画面構成に違和感を抱きにくい。また、オブジェクト選択画像に表示される位置指定図
形群を構成する位置指定図形の数Ｎが増減しないため、１画面に表示される位置指定図形
の数が多すぎて位置指定図形に配置された所望のオブジェクトが見付けづらくなることが
ない。反対に、１画面に表示される位置指定図形の数が少なすぎて、位置指定図形がリン
グ状に配置されていることを認識しづらくなって位置指定図形群を回転移動させる操作を
直感的に行うことが難しくなることもない。また、オブジェクトのデザインテイストが不
揃いである場合にも、位置指定図形の存在により、画像に一定の統一感をもたせることが
できる。従って、この情報処理装置では、使用者の利便性（使い勝手）を向上させること
ができる。
【００１０】
［適用例２］適用例１に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記オブジェクト選択画像において、オブジェクトが配置されていない
前記位置指定図形である未配置位置指定図形が前記特定の位置に停止して前記特定位置指
定図形とならないように、前記回転量を調整する、情報処理装置。
【００１１】
　この情報処理装置では、オブジェクトが配置されていない未配置位置指定図形が特定の
位置に停止して特定位置指定図形とならないように回転量が調整されるため、未配置位置
指定図形が特定位置指定図形となって再度回転指示操作が必要になるようなことがなく、
使用者の利便性をさらに向上させることができる。
【００１２】
［適用例３］適用例１または適用例２に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記オブジェクト選択画像において、前記特定位置指定図形を非透明で
表示し、前記特定位置指定図形以外の前記位置指定図形を半透明で表示する、情報処理装
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置。
【００１３】
　この情報処理装置では、選択可能な特定位置指定図形をそれ以外の位置指定図形よりも
目立たつように表示することができ、現在選択されているオブジェクトをひと目で認識す
ることができる。
【００１４】
［適用例４］適用例３に記載の情報処理装置であって、
　前記オブジェクト選択画像において、前記リングを含む仮想平面は、前記オブジェクト
選択画像の画像面に平行ではなく、前記特定の位置は、前記リング状配置における最も手
前側の位置である、情報処理装置。
【００１５】
　この情報処理装置では、選択可能な特定位置指定図形をそれ以外の位置指定図形よりも
目立たつように表示することができ、現在選択されているオブジェクトをひと目で認識す
ることができる。
【００１６】
［適用例５］適用例４に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記オブジェクト選択画像において、各前記位置指定図形を、前記リン
グ状配置における手前側に位置する前記位置指定図形ほど大きく表示する、情報処理装置
。
【００１７】
　この情報処理装置では、位置指定図形群の３次元的表現を強調することができる。
【００１８】
［適用例６］適用例４または適用例５に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記オブジェクト選択画像において、少なくとも１つの前記位置指定図
形を、前記リング状配置におけるより手前側に位置する前記位置指定図形より輪郭がぼや
けた表示とする、情報処理装置。
【００１９】
　この情報処理装置では、位置指定図形群の３次元的表現を強調することができる。
【００２０】
［適用例７］適用例４ないし適用例６のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記オブジェクト選択画像において、前記仮想平面の前記オブジェクト選択画像の画像
面に対する傾きは、前記リング状配置における奥側に位置する少なくとも１つの前記位置
指定図形の少なくとも一部分が手前側に位置する前記位置指定図形に重なるような角度に
設定されている、情報処理装置。
【００２１】
　この情報処理装置では、３次元的表現を損なうことなく、特定位置指定図形が強調され
るような表現とすることができる。
【００２２】
［適用例８］適用例１ないし適用例７のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記位置指定図群を複数設定し、前記操作部が所定の切り替え指示操作
を受け付けると、前記オブジェクト選択画像において、表示する前記位置指定図形群を他
の前記位置指定図形群に切り換える、情報処理装置。
【００２３】
　この情報処理装置では、１画面に表示する位置指定図形の数をＮ個に固定しつつ、Ｎ個
を超えるオブジェクトの配置・選択を可能とすることができる。
【００２４】
［適用例９］適用例８に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記複数の位置指定図形群のそれぞれに順番を設定し、前記操作部が所
定の順次切り替え指示操作を受け付ける毎に、前記オブジェクト選択画像において、前記
順番に従って、表示する前記位置指定図形群を切り換える、情報処理装置。
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【００２５】
　この情報処理装置では、表示する位置指定図形群の切り換えを容易に実行することがで
きる。
【００２６】
［適用例１０］適用例８または適用例９に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記位置指定図形群の表示切り替えの際に、新たに表示する前記位置指
定図形群における前記特定の位置にオブジェクトが配置されていない前記位置指定図形が
位置している場合には、前記特定の位置にオブジェクトが配置された前記位置指定図形が
位置することとなるように、前記位置指定図形群を前記リングの周方向に沿って回転移動
させる、情報処理装置。
【００２７】
　この情報処理装置では、位置指定図形群の表示切り替えの後に、未配置位置指定図形が
特定位置指定図形となって再度回転指示操作が必要になるようなことがなく、使用者の利
便性をさらに向上させることができることができる。
【００２８】
［適用例１１］適用例１ないし適用例１０のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記操作部が所定のモード切り替え指示操作を受け付けると、オブジェ
クトを前記位置指定図形上に配置するための画像であって、前記オブジェクト選択画像に
おける前記位置指定図形群に対応する配置用位置指定図形群を含むオブジェクト配置画像
を表示し、
　前記表示部は、前記操作部が所定の回転指示操作を受け付けると、前記オブジェクト配
置画像において、前記配置用位置指定図形群を、各前記位置指定図形上に配置されたオブ
ジェクトと共に、前記リングの周方向に沿って前記回転指示操作に応じた回転量だけ回転
移動させ、前記配置用位置指定図形群における前記特定位置指定図形を、前記操作部の操
作によりオブジェクトが配置可能であることを識別可能な表示とする、情報処理装置。
【００２９】
　この情報処理装置では、オブジェクト配置画像においても、配置用位置指定図形群を構
成する位置指定図形の数Ｎが増減しないため、位置指定図形にオブジェクトを配置する際
の使用者の利便性（使い勝手）を向上させることができる。
【００３０】
［適用例１２］適用例１１に記載の情報処理装置であって、
　前記オブジェクト配置画像において、前記リングを含む仮想平面は、前記オブジェクト
選択画像の画像面に平行ではなく、
　前記オブジェクト配置画像における前記仮想平面の前記オブジェクト配置画像の画像面
に対する傾きは、前記オブジェクト選択画像における前記仮想平面の前記オブジェクト選
択画像の画像面に対する傾きと異なる、情報処理装置。
【００３１】
　この情報処理装置では、オブジェクト配置画像におけるリングを含む仮想平面の傾きが
オブジェクト選択画像における傾きと異なるため、オブジェクト選択画像からオブジェク
ト選択画像における位置指定図形群に対応する配置用位置指定図形群を含むオブジェクト
配置画像への切り替えといった同様の画像間での表示切り替えの際に、使用者に画像が切
り替わったことを明確に認識させることができる。
【００３２】
［適用例１３］適用例１２に記載の情報処理装置であって、
　前記表示部は、前記オブジェクト配置画像において、前記特定位置指定図形を非透明で
表示し、前記特定位置指定図形以外の前記位置指定図形を半透明で表示し、
　前記オブジェクト配置画像における前記仮想平面の前記オブジェクト配置画像の画像面
に対する傾きは、すべての前記位置指定図形の少なくとも一部分が他の前記位置指定図形
に重ならないような角度に設定されている、情報処理装置。
【００３３】
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　この情報処理装置では、配置用位置指定図形群を回転移動させずとも、配置用位置指定
図形群を構成する位置指定図形のどれにオブジェクトが配置されており、どれにオブジェ
クトが配置されていないかを一見して把握することができ、位置指定図形にオブジェクト
を配置する際の使用者の利便性をさらに向上させることができる。
【００３４】
［適用例１４］透過型頭部装着型表示装置であって、
　画像を表す画像光を生成する画像光生成部と、生成された前記画像光を使用者の眼に導
く導光部と、を有し、使用者の頭部に装着された状態において使用者に虚像を視認させる
画像表示部と、
　操作部と、を備え、
　前記画像表示部は、リング状に並べて配置され、それぞれ１つのオブジェクトを配置で
きるＮ（Ｎは３以上の整数）個の位置指定図形で構成された位置指定図形群を含むオブジ
ェクト選択画像を表示すると共に、前記操作部が所定の回転指示操作を受け付けると、前
記オブジェクト選択画像において、前記位置指定図形群を、各前記位置指定図形上に配置
されたオブジェクトと共に、前記リングの周方向に沿って前記回転指示操作に応じた回転
量だけ回転移動させ、前記回転移動の停止状態において前記位置指定図形群の内の特定の
位置に位置する１つの前記位置指定図形である特定位置指定図形を、前記操作部の操作に
より前記特定位置指定図形上に配置されたオブジェクトの選択を行えることを識別できる
表示とする、透過型頭部装着型表示装置。
【００３５】
　この透過型頭部装着型表示装置では、オブジェクト選択画像に表示される位置指定図形
群を構成する位置指定図形の数Ｎが増減しないため、位置指定図形間の間隔や位置指定図
形の大きさといった位置指定図形の配置態様が変化せず、常に同一配置態様の位置指定図
形が表示される。そのため、使用者は、位置指定図形群へのオブジェクトの配置状況の如
何に関わらず、画面構成に違和感を抱きにくい。また、オブジェクト選択画像に表示され
る位置指定図形群を構成する位置指定図形の数Ｎが増減しないため、１画面に表示される
位置指定図形の数が多すぎて位置指定図形に配置された所望のオブジェクトが見付けづら
くなることがない。反対に、１画面に表示される位置指定図形の数が少なすぎて、位置指
定図形がリング状に配置されていることを認識しづらくなって位置指定図形群を回転移動
させる操作を直感的に行うことが難しくなることもない。また、オブジェクトのデザイン
テイストが不揃いである場合にも、位置指定図形の存在により、画像に一定の統一感をも
たせることができる。さらに、この頭部装着型表示装置は透過型であるため、使用者は、
目の前に位置指定図形群が浮かんで見えるような視覚体験を得ることができる。従って、
この透過型頭部装着型表示装置では、使用者の利便性（使い勝手）を向上させることがで
きる。
【００３６】
　なお、本発明は、種々の態様で実現することが可能であり、例えば、情報処理装置、情
報処理装置の制御装置および制御方法、表示装置、表示装置の制御装置および制御方法、
透過型頭部装着型表示装置、透過型頭部装着型表示装置の制御装置および制御方法、情報
処理システム、透過型頭部装着型表示システム、これらの方法、装置またはシステムの機
能を実現するためのコンピュータープログラム、そのコンピュータープログラムを記録し
た記録媒体、そのコンピュータープログラムを含み搬送波内に具現化されたデータ信号、
等の形態で実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の実施例における情報処理装置としての頭部装着型表示装置１００の外観
構成を示す説明図である。
【図２】頭部装着型表示装置１００の構成を機能的に示す説明図である。
【図３】使用者に認識される虚像の一例を示す説明図である。
【図４】アイコン選択モードにおいて表示されるアイコン選択画像ＩＳＩの一例を示す説
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明図である。
【図５】２番目の位置指定図形群５０が表示されたアイコン選択画像ＩＳＩの一例を示す
説明図である。
【図６】アイコン一覧画像ＩＡＩの一例を示す説明図である。
【図７】アイコン配置モードにおいて表示されるアイコン配置画像ＩＤＩの一例を示す説
明図である。
【図８】メニュー画面が追加されたアイコン選択画像ＩＳＩの一例を示す説明図である。
【図９】追加ダイアログＡＤの一例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　次に、本発明の実施の形態を実施例に基づいて以下の順序で説明する。
Ａ．実施例：
　Ａ－１．装置構成：
　Ａ－２．表示画像：
　　Ａ－２－１．アイコン選択モードにおける表示画像：
　　Ａ－２－２．アイコン配置モードにおける表示画像：
Ｂ．変形例：
【００３９】
Ａ．実施例：
Ａ－１．装置構成：
　図１は、本発明の実施例における情報処理装置としての頭部装着型表示装置１００の外
観構成を示す説明図である。頭部装着型表示装置１００は、頭部に装着する表示装置であ
り、ヘッドマウントディスプレイ（Head  Mounted  Display、ＨＭＤ）とも呼ばれる。本
実施例の頭部装着型表示装置１００は、使用者が、虚像を視認すると同時に外景も直接視
認可能な光学透過型の頭部装着型表示装置である。
【００４０】
　頭部装着型表示装置１００は、使用者の頭部に装着された状態において使用者に虚像を
視認させる画像表示部２０と、画像表示部２０を制御する制御部（コントローラー）１０
と、を備えている。
【００４１】
　画像表示部２０は、使用者の頭部に装着される装着体であり、本実施例では眼鏡のよう
な形状である。画像表示部２０は、テンプル（つる）として機能する耳掛部２１と、使用
者が画像表示部２０を装着した状態においてそれぞれ使用者の右および左の眼の前に位置
する右光学パネル２６および左光学パネル２８と、を有している。また、右耳用の耳掛部
２１と右光学パネル２６との接続箇所には、右表示駆動部２２が配置され、左耳用の耳掛
部２１と左光学パネル２８との接続箇所には、左表示駆動部２４が配置されている。以降
の説明では、右表示駆動部２２および左表示駆動部２４をまとめて単に「表示駆動部」と
も呼び、右光学パネル２６および左光学パネル２８をまとめて単に「光学パネル」とも呼
ぶ。
【００４２】
　画像表示部２０は、また、右耳用の右イヤホン３２および左耳用の左イヤホン３４を有
する。右イヤホン３２および左イヤホン３４は、使用者が画像表示部２０を装着した際に
、それぞれ右および左の耳に装着される。
【００４３】
　画像表示部２０は、さらに、画像表示部２０を制御部１０に接続するための接続部４０
を有している。接続部４０は、制御部１０に接続される本ケーブル４８と、本ケーブル４
８が２本に分岐した右ケーブル４２および左ケーブル４４と、分岐点に設けられた連結部
４６と、を含んでいる。右ケーブル４２は、右表示駆動部２２に接続されており、左ケー
ブル４４は、左表示駆動部２４に接続されている。画像表示部２０と制御部１０とは、接
続部４０を介して各種信号の伝送を行う。本ケーブル４８における連結部４６とは反対側
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の端部と制御部１０とのそれぞれには、互いに嵌合するコネクター（不図示）が設けられ
ており、本ケーブル４８のコネクターと制御部１０のコネクターとの嵌合／嵌合解除によ
り、制御部１０と画像表示部２０とが接続されたり切り離されたりする。
【００４４】
　制御部１０は、画像表示部２０による画像表示を制御する装置である。制御部１０は、
電源のＯＮ／ＯＦＦを切り換える電源スイッチ１８と、頭部装着型表示装置１００の動作
状態（例えば、電源のＯＮ／ＯＦＦ状態）を発光状態によって通知する点灯部１２と、使
用者の指操作を検出して指操作に応じた信号を出力するタッチパッド１４と、上下左右方
向に対応するキーの押下操作を検出して操作に応じた信号を出力する十字キー１６と、キ
ーの押下操作を検出して操作に応じた信号を出力する決定キー１５と、キーの押下操作を
検出して操作に応じた信号を出力するバックキー１７と、を有している。点灯部１２とし
ては、例えば、１つまたは複数のＬＥＤランプを用いることができる。タッチパッド１４
は、静電容量式のタッチパッドであり、ポインティング（位置指定）操作や、クリック操
作、ドラッグ操作、フリック操作を受け付けることができる。なお、フリック操作は、タ
ッチパッド１４を操作面への接触やスイッチの押し下げによりオン状態とし、操作面にお
ける指の接触位置を移動させて、オン状態としたときと別の位置で操作面から指を離す操
作であって、指の接触位置の変化の速度が所定の閾値以上である操作である。
【００４５】
　図２は、頭部装着型表示装置１００の構成を機能的に示す説明図である。図２に示すよ
うに、制御部１０は、ＣＰＵ１４０と、ＲＯＭやＲＡＭ等により構成された記憶部１２０
と、頭部装着型表示装置１００の各部に電力を供給する電源１３０と、使用者により操作
される操作部１１０（本実施例では、タッチパッド１４、決定キー１５、十字キー１６、
バックキー１７、電源スイッチ１８）と、画像（静止画像、動画像）や音声等のコンテン
ツデータの供給元となる種々の外部機器ＯＡ（例えば、パーソナルコンピューターＰＣや
携帯電話端末、ゲーム端末）を接続するためのインターフェイス１８０と、を有している
。電源１３０としては、例えば二次電池を用いることができ、インターフェイス１８０と
しては、例えばＵＳＢインターフェイスやメモリーカード用インターフェイス、無線ＬＡ
Ｎインターフェイス等を採用することができる。
【００４６】
　記憶部１２０には、種々のコンピュータープログラムが格納されており、ＣＰＵ１４０
は、記憶部１２０からコンピュータープログラムを読み出して実行することにより、オペ
レーティングシステム（ＯＳ）１５０や、操作制御部１１２、画像処理部１６０、表示制
御部１９０、アイコン管理部１５２、音声処理部１７０として機能する。
【００４７】
　操作制御部１１２は、操作部１１０における使用者の操作に応じて操作部１１０から出
力される信号を受領し、表示制御部１９０や画像処理部１６０、アイコン管理部１５２等
に信号に応じた動作を行わせる。操作部１１０および操作制御部１１２は、本発明におけ
る操作部に相当する。
【００４８】
　画像処理部１６０は、インターフェイス１８０を介して入力されたり記憶部１２０に記
憶されたりするコンテンツデータに基づき、垂直同期信号ＶＳｙｎｃ、水平同期信号ＨＳ
ｙｎｃ、画像データＤａｔａを生成し、接続部４０を介してこれらの信号を画像表示部２
０に供給する。具体的には、画像処理部１６０は、コンテンツデータに含まれる画像信号
（例えば、１秒あたり３０枚のフレーム画像から構成されるアナログ信号）を取得し、取
得した画像信号から垂直同期信号ＶＳｙｎｃや水平同期信号ＨＳｙｎｃ等の同期信号を分
離し、同期信号が分離されたアナログ画像信号をデジタル画像信号に変換して画像データ
Ｄａｔａを生成する。なお、画像処理部１６０は、必要に応じて、画像データに対する解
像度変換処理や色調補正処理等を実行してもよい。
【００４９】
　表示制御部１９０は、右表示駆動部２２および左表示駆動部２４を制御する制御信号を
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生成し、接続部４０を介して画像表示部２０に供給することにより、画像表示部２０にお
ける画像表示状態を制御する。具体的には、表示制御部１９０は、制御信号により、右Ｌ
ＣＤ制御部２１１による右ＬＣＤ２４１の駆動ＯＮ／ＯＦＦや右光源制御部２０１による
右光源２２１の駆動ＯＮ／ＯＦＦや、左ＬＣＤ制御部２１２による左ＬＣＤ２４２の駆動
ＯＮ／ＯＦＦや左光源制御部２０２による左光源２２２の駆動ＯＮ／ＯＦＦを個別に制御
することにより、右表示駆動部２２および左表示駆動部２４のそれぞれによる画像光の生
成の有無を制御する。例えば、表示制御部１９０は、右表示駆動部２２および左表示駆動
部２４の両方に画像光を生成させたり、一方のみに画像光を生成させたり、両方共に画像
光を生成させなかったりする。
【００５０】
　アイコン管理部１５２は、頭部装着型表示装置１００の後述するアイコン選択モードや
アイコン配置モードにおいて、画像処理部１６０や表示制御部１９０を制御して、画像表
示部２０にアイコン選択や配置のための画像（後述）を表示させたり、選択されたアイコ
ンに応じた処理をＯＳ１５０に実行させたりするアプリケーションプログラムである。
【００５１】
　音声処理部１７０は、コンテンツデータに含まれる音声信号を取得し、取得した音声信
号を増幅して、画像表示部２０の右イヤホン３２および左イヤホン３４に接続部４０を介
して供給する。
【００５２】
　画像表示部２０の右表示駆動部２２は、例えばＬＥＤランプにより構成された右光源２
２１と、制御部１０から供給される制御信号に基づいて右光源２２１を駆動する右光源制
御部２０１と、右光源２２１から照射される照明光を画像を表す画像光へと変調する右液
晶ディスプレイ（ＬＣＤ）２４１と、制御部１０から供給される垂直同期信号ＶＳｙｎｃ
、水平同期信号ＨＳｙｎｃ、画像データＤａｔａに基づいて右ＬＣＤ２４１を駆動制御す
る右ＬＣＤ制御部２１１と、を有している。右ＬＣＤ２４１は、例えば透過型液晶パネル
を用いて構成される。右光源２２１と右光源制御部２０１と右ＬＣＤ２４１と右ＬＣＤ制
御部２１１とは、本発明における画像光生成部に相当する。右表示駆動部２２は、また、
生成された画像光を投写する右投写光学系２５１を有している。右投写光学系２５１は、
例えばコリメートレンズを用いて構成される。
【００５３】
　画像表示部２０の右光学パネル２６（図１）は、右導光板２６１を有しており、右導光
板２６１は、右投写光学系２５１から出力された画像光を、所定の光路に沿って反射させ
つつ使用者の右眼に導く。なお、右投写光学系２５１と右導光板２６１とは、本発明にお
ける導光部に相当する。
【００５４】
　左表示駆動部２４は、右表示駆動部２２と同様に、左光源２２２と、左光源制御部２０
２と、左ＬＣＤ２４２と、左ＬＣＤ制御部２１２と、左投写光学系２５２と、を含んでい
る。左表示駆動部２４に含まれる各要素の構成や機能は、右表示駆動部２２に含まれる各
要素と同様であるため、ここでは説明を省略する。また、画像表示部２０の左光学パネル
２８は、左導光板２６２を有しており、左導光板２６２は、左投写光学系２５２から出力
された画像光を、所定の光路に沿って反射させつつ使用者の左眼に導く。左光源２２２と
左光源制御部２０２と左ＬＣＤ２４２と左ＬＣＤ制御部２１２とは、本発明における画像
光生成部に相当し、左投写光学系２５２と左導光板２６２とは、本発明における導光部に
相当する。
【００５５】
　このようにして、頭部装着型表示装置１００の使用者の両眼に導かれた画像光が網膜に
結像することにより、使用者は虚像を視認する。なお、本明細書において、画像を表示す
るとは、頭部装着型表示装置１００が使用者に虚像を視認させることも含む。画像処理部
１６０と表示制御部１９０とアイコン管理部１５２と画像表示部２０は、本発明における
表示部に相当する。
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【００５６】
　図３は、使用者に認識される虚像の一例を示す説明図である。図３に示すように、頭部
装着型表示装置１００の使用者の視野ＶＲ内には虚像ＶＩが表示される。また、使用者の
視野ＶＲの内、虚像ＶＩが表示された部分以外については、使用者は、右光学パネル２６
および左光学パネル２８を透過して、外景ＳＣを見ることができる。なお、本実施例の頭
部装着型表示装置１００では、使用者の視野ＶＲの内の虚像ＶＩが表示された部分につい
ても、虚像ＶＩの背後に外景ＳＣが透けて見えるようになっている。
【００５７】
　なお、右光学パネル２６および左光学パネル２８は、右導光板２６１および左導光板２
６２の前面側（使用者の眼の側とは反対の側）に設けられ、光透過率を調整可能な調光板
を有しているとしてもよい。調光板を設けると、調光板の光透過率を調整することにより
、使用者の眼に入る外光量を調整し、虚像の視認のしやすさを調整することができる。
【００５８】
Ａ－２．表示画像：
Ａ－２－１．アイコン選択モードにおける表示画像：
　次に、アイコン選択モードにおいて、頭部装着型表示装置１００により表示される画像
（使用者の視野ＶＲに認識される虚像ＶＩ、図３参照）について説明する。図４は、アイ
コン選択モードにおいて表示されるアイコン選択画像ＩＳＩの一例を示す説明図である。
アイコン選択モードは、アイコンに対応する処理（例えばアイコンに対応するアプリケー
ションプログラムの起動）を行うために、オブジェクトとしてのアイコンを選択するモー
ドである。使用者が操作部１１０を介して所定の操作を行うと、頭部装着型表示装置１０
０はアイコン選択モードとなる。アイコン選択モードにおける画像表示処理は、主として
、表示制御部１９０や画像処理部１６０、アイコン管理部１５２の制御の下、画像表示部
２０によって実行される。なお、アイコン選択画像ＩＳＩは、本発明におけるオブジェク
ト選択画像に相当する。
【００５９】
　図４に示すように、アイコン選択画像ＩＳＩは、Ｎ（Ｎは３以上の整数）個の位置指定
図形６０から構成された位置指定図形群５０を含んでいる。位置指定図形群５０を構成す
る各位置指定図形６０は、カード状の図形であり、互いに間隔を空けてリング状に並べて
配置されている。アイコン選択画像ＩＳＩに表示される位置指定図形群５０を構成する位
置指定図形６０の数Ｎは固定値であり、本実施例では１６個である。なお、アイコン選択
画像ＩＳＩは、リング状の図形の画像（線画）を含んではおらず、あくまでＮ個の位置指
定図形６０がリング状に並べて配置されることによって使用者にリング形状を意識させる
画像となっている。
【００６０】
　図４に示すように、アイコン選択画像ＩＳＩにおいて、位置指定図形群５０を構成する
各位置指定図形６０の配置が形成するリングは、アイコン選択画像ＩＳＩの画像面に対し
て平行ではなく、所定の傾きを有している。ここで、リングがアイコン選択画像ＩＳＩの
画像面に対して平行ではなく所定の傾きを有しているとは、リングを面内に含む仮想平面
がアイコン選択画像ＩＳＩの画像面に平行ではないことを意味している。また、アイコン
選択画像ＩＳＩの画像面とは、使用者に視認される虚像ＶＩを面内に含む仮想上の平面を
意味している。すなわち、このリングは、アイコン選択画像ＩＳＩの画像面と平行な２次
元表現のリングではなく、アイコン選択画像ＩＳＩの画像面と非平行な３次元表現のリン
グである。本実施例では、このリングの傾きは、アイコン選択画像ＩＳＩの画像面に対し
て略垂直である。そのため、本実施例では、リング状配置における奥側に位置する少なく
とも１つの位置指定図形６０は、その少なくとも一部分が手前側に位置する位置指定図形
６０に重なっている。
【００６１】
　アイコン選択画像ＩＳＩでは、各位置指定図形６０は、位置指定図形群５０のリング状
配置における手前側に位置する位置指定図形６０ほど大きく表示される。これにより、位
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置指定図形群５０のリング状配置が、より３次元的に表現される。また、位置指定図形群
５０を構成する少なくとも１つの位置指定図形６０は、位置指定図形群５０のリング状配
置におけるより手前側に位置する位置指定図形６０より輪郭がぼやけた表示となっている
。具体的には、図４に示す位置指定図形６０の内、輪郭が破線で表現された位置指定図形
６０は、輪郭がぼやけた表示となっており、輪郭が実線で表現された位置指定図形６０は
、輪郭がくっきりした表示となっている。これにより、位置指定図形群５０のリング状配
置の３次元的表現がさらに強調される。なお、本実施例では、各位置指定図形６０の形状
自体も３次元的に表現されている。例えば、中央に位置する位置指定図形６０の左隣の位
置指定図形６０（６２）の形状は、右から左に向かって高さが徐々に低くなる略台形とな
っている。すなわち、各位置指定図形６０は、遠近法を用いて表現されている。これによ
り、３次元的表現が一層強調される。
【００６２】
　位置指定図形群５０を構成する各位置指定図形６０には、１つのアイコン７１を配置可
能である。例えば、図４に示した例では、中央に位置する位置指定図形６０（６１）やそ
の左隣に位置する位置指定図形６０（６２）には、それぞれ１つのアイコン７１が配置さ
れている。一方、例えば、中央に位置する位置指定図形６０（６１）の右隣に位置する位
置指定図形６０（６３）には、アイコン７１が配置されていない。なお、位置指定図形６
０へのアイコン７１の配置方法については後述する。
【００６３】
　アイコン選択画像ＩＳＩにおいて、位置指定図形群５０の特定の位置に位置する１つの
位置指定図形６０は、特定位置指定図形６１とされ、特定位置指定図形６１上に配置され
たアイコン７１は、操作部１１０の操作により選択可能となる。本実施例では、位置指定
図形群５０のリング状配置における最も手前側に位置する位置指定図形６０（すなわち、
アイコン選択画像ＩＳＩの中央に位置する位置指定図形６０）が特定位置指定図形６１と
される。従って、特定位置指定図形６１は、位置指定図形群５０を構成する位置指定図形
６０の内の最も大きく表示された位置指定図形６０となる。
【００６４】
　アイコン選択画像ＩＳＩにおいて、特定位置指定図形６１は、非透明で表示される。例
えば、特定位置指定図形６１は、特定の１色のベタ塗り表示とされる。図４では、特定位
置指定図形６１の非透明表示をハッチングで示している。一方、特定位置指定図形６１以
外の位置指定図形６０は、半透明で表示される（すなわち、位置指定図形６０の背後に位
置する他のオブジェクトや外景が透けて視認されように表示される）。図４では、位置指
定図形６０の半透明表示を白抜きで示している。これにより、使用者は、位置指定図形群
５０を構成するＮ個の位置指定図形６０から、操作部１１０の操作により選択可能な特定
位置指定図形６１を識別することができる。また、位置指定図形６０のリング状配置にお
いて、特定位置指定図形６１に重なった奥側の他の位置指定図形６０は重なった部分が視
認されなくなる。一方、特定位置指定図形６１以外の位置指定図形６０に重なった奥側の
他の位置指定図形６０は、手前側の位置指定図形６０を半透過して視認される。そのため
、位置指定図形群５０のリング状配置が、使用者に視覚的に容易に認識される。なお、位
置指定図形群５０に１つもアイコン７１が配置されていない初期状態では、特定位置指定
図形６１も他の位置指定図形６０と同様に、半透明で表示される。
【００６５】
　本実施例では、アイコン選択画像ＩＳＩの背景部分、すなわち、位置指定図形群５０や
後述のインジケーター３１、ホームボタン４１、一覧ボタン４５、ブラウザーボタン４３
以外の部分は、黒色画像である。従って、使用者の視野ＶＲ（図３参照）において、虚像
ＶＩとしてのアイコン選択画像ＩＳＩの背景部分は背後の外景ＳＣが完全に透過して見え
る。そのため、使用者は、目の前に位置指定図形群５０が浮かんで見えるような視覚体験
を得られる。また、アイコン選択画像ＩＳＩにおいて特定位置指定図形６１は非透明で表
示されるため、使用者にとっては、特定位置指定図形６１が手前に飛び出して見えること
となる。
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【００６６】
　操作部１１０が所定の回転指示操作を受け付けると、アイコン選択画像ＩＳＩにおいて
、位置指定図形群５０を構成するＮ個の位置指定図形６０が、その配置順序を維持したま
ま、リングの周方向に沿って、回転指示操作に応じた回転量だけ回転移動する。このとき
、各位置指定図形６０に配置されたアイコン７１も、各位置指定図形６０と共に回転移動
する。なお、本実施例では、位置指定図形群５０の回転移動はアニメーションで表現され
る。
【００６７】
　例えば、十字キー１６（図１）の左キーが１回押下されると、位置指定図形群５０が全
体的に（上から見て反時計回りに）回転移動し、回転移動前の特定位置指定図形６１の左
隣の位置指定図形６０（６２）が新たな特定位置指定図形６１となった状態で停止する。
すなわち、左キーの１回の押下は、各位置指定図形６０が隣接する位置指定図形６０の位
置まで移動する回転量に対応している。なお、このとき、回転移動前の特定位置指定図形
６１の左隣の位置指定図形６０（６２）にアイコン７１が配置されていない場合には、そ
の位置指定図形６０は特定位置指定図形６１とはならず、当該回転方向において次にアイ
コン７１が配置されている位置指定図形６０が特定位置指定図形６１となる状態まで回転
移動して停止する。すなわち、この場合には、アイコン７１が配置されていない位置指定
図形６０が特定位置指定図形６１にならないように、回転量が調整される。位置指定図形
群５０の回転移動停止時には、新たな特定位置指定図形６１が非透明表示となり、新たな
特定位置指定図形６１上に配置されたアイコン７１が操作部１１０の操作により選択可能
なアイコンとなる。一方、回転移動前に特定位置指定図形６１であった位置指定図形６０
は、移動後は半透明表示となって、アイコン７１が選択されない状態となる。
【００６８】
　反対に、十字キー１６の右キーが１回押下されると、位置指定図形群５０が全体的に（
上から見て時計回りに）回転移動し、回転移動前の特定位置指定図形６１の右隣の位置指
定図形６０（６２）が新たな特定位置指定図形６１となった状態で停止する。すなわち、
右キーの１回の押下は、各位置指定図形６０が隣接する位置指定図形６０の位置まで移動
する回転量に対応している。なお、回転量の調整や、回転移動停止時の非透明／半透明表
示の変更等については上記と同様である。
【００６９】
　なお、十字キー１６の左キーまたは右キーを継続して押下状態とする操作は、左キーま
たは右キーの連続した複数押下操作であると解釈される。従って、例えば十字キー１６の
左キーの押下状態が継続されると、位置指定図形群５０が全体的に反時計回りに回転移動
して、回転移動前の特定位置指定図形６１の左隣の位置指定図形６０（６２）が新たな特
定位置指定図形６１となった状態で一瞬停止した後、さらに同方向に回転移動するといっ
た動作が、左キーの押下状態が解除されるまで繰り返される。
【００７０】
　アイコン選択モードにおいて、決定キー１５が押下されると、頭部装着型表示装置１０
０は、特定位置指定図形６１に配置されたアイコン７１に対応する処理（例えばアイコン
７１に対応するアプリケーションプログラムの起動）を実行する。また、バックキー１７
が押下されると（またはバックキー１７の押下状態が所定時間継続されると）、特定位置
指定図形６１に配置されたアイコン７１が削除され、特定位置指定図形６１はアイコン７
１未配置の状態となる。
【００７１】
　本実施例の頭部装着型表示装置１００では、５つの位置指定図形群５０が設定されてお
り、各位置指定図形群５０には１番から５番までの順番が設定されている。すなわち、５
つの位置指定図形群５０は、いわば階層構造となっている。アイコン選択モードにおいて
、アイコン選択画像ＩＳＩには、５つの位置指定図形群５０の内の１つが表示されており
、操作部１１０を介して所定の切り替え指示操作が受け付けられると、設定された順番に
従って、表示する位置指定図形群５０が切り換えられる。
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【００７２】
　例えば図４に示すように、アイコン選択画像ＩＳＩに、１番目の位置指定図形群５０が
表示されている状態において、十字キー１６（図１）の下キーが１回押下されると、表示
されていた１番目の位置指定図形群５０が非表示となり、２番目の位置指定図形群５０が
新たに表示される。図５は、２番目の位置指定図形群５０が表示されたアイコン選択画像
ＩＳＩの一例を示す説明図である。図５に示すように、表示切り替え後のアイコン選択画
像ＩＳＩには、図４に示した１番目の位置指定図形群５０とは異なる２番目の位置指定図
形群５０が表示される。また、アイコン選択画像ＩＳＩに２番目の位置指定図形群５０が
表示されている状態において、十字キー１６の上キーが１回押下されると、表示されてい
た２番目の位置指定図形群５０が非表示となり、１番目の位置指定図形群５０が新たに表
示される。
【００７３】
　本実施例では、アイコン選択画像ＩＳＩに表示する位置指定図形群５０の切り替えの際
には、上下方向のスクロール表現が行われる。すなわち、例えば、１番目の位置指定図形
群５０から２番目の位置指定図形群５０への表示切り替えの際には、１番目の位置指定図
形群５０が上方向に移動して画面から消えるアニメーション表現と、２番目の位置指定図
形群５０が画面の下方から出現して中央の表示位置まで移動するアニメーション表現が行
われる。
【００７４】
　図４および図５に示すように、アイコン選択画像ＩＳＩは、表示中の位置指定図形群５
０を識別するインジケーター３１を含んでいる。本実施例のインジケーター３１は、５つ
の位置指定図形群５０に対応する５つのマークにより構成されている。図４に示したアイ
コン選択画像ＩＳＩにおいては、インジケーター３１の最上段のマークが他のマークと異
なる表示となっている。これは、表示中の位置指定図形群５０が１番目のものであること
を示している。十字キー１６の下キーが１回押下されて表示された図５のアイコン選択画
像ＩＳＩにおいては、インジケーター３１の上から２段目のマークが他のマークと異なる
表示となっている。これは、表示中の位置指定図形群５０が２番目のものであることを示
している。このように、アイコン選択画像ＩＳＩでは、インジケーター３１により、現在
表示されている位置指定図形群５０が何番目のものであるかを容易に認識することができ
る。
【００７５】
　位置指定図形群５０の表示切り替えの際に、新たに表示する位置指定図形群５０におけ
る特定位置指定図形６１にアイコン７１が配置されていない場合には、アイコン７１が配
置された位置指定図形６０が特定位置指定図形６１となるように、位置指定図形群５０が
リングの周方向に沿って回転移動する。ただし、新たに表示する位置指定図形群５０に、
アイコン７１が配置された位置指定図形６０が存在しない場合には、そのような回転移動
は実行されない。
【００７６】
　なお、アイコン選択モードにおける操作は、タッチパッド１４によっても行うことがで
きる。例えば、タッチパッド１４を介して、アイコン選択画像ＩＳＩ（図４）の特定位置
指定図形６１の位置を指定してクリック操作を行うと、上記した決定キー１５押下時と同
様に、特定位置指定図形６１に配置されたアイコン７１に対応する処理（例えばアイコン
７１に対応するアプリケーションプログラムの起動）が実行される。また、アイコン選択
画像ＩＳＩにおいて、特定位置指定図形６１の左隣の位置指定図形６０（６２）を指定し
てクリック操作を行うと、上記した十字キー１６の左キー押下時と同様に、位置指定図形
群５０が全体的に（上から見て反時計回りに）回転移動し、回転移動前の特定位置指定図
形６１の左隣の位置指定図形６０（６２）が新たな特定位置指定図形６１となった状態で
停止する。同様に、アイコン選択画像ＩＳＩにおいて、特定位置指定図形６１の左隣のさ
らに左隣の位置指定図形６０（６４）や、特定位置指定図形６１の右隣の位置指定図形６
０（６３）、当該右隣の位置指定図形６０（６３）のさらに右隣の位置指定図形６０（６
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５）を指定してクリック操作を行うと、位置指定図形群５０が全体的に回転移動して、ク
リック操作により指定した位置指定図形６０が特定位置指定図形６１となった状態で停止
する。なお、回転量の調整や、回転移動停止時の非透明／半透明表示の変更等については
上記と同様である。
【００７７】
　また、アイコン選択画像ＩＳＩにおいて、タッチパッド１４を介して、インジケーター
３１の１つのマークを指定してクリック操作を行うと、指定されたマークに対応する位置
指定図形群５０が表示されるように、表示切り替えが行われる。例えば、インジケーター
３１における上から５番目のマークを指定してクリック操作を行うと、アイコン選択画像
ＩＳＩに５番目の位置指定図形群５０が表示される。
【００７８】
　また、タッチパッド１４において右方向へのフリック操作を行うと、上記した十字キー
１６の左キー押下時と同様に、位置指定図形群５０が全体的に（上から見て反時計回りに
）回転移動し、左方向へのフリック操作を行うと、上記した十字キー１６の右キー押下時
と同様に、位置指定図形群５０が全体的に（上から見て時計回りに）回転移動する。なお
、このときの回転量は、フリック操作における指の接触位置の変化の速度に応じて決定さ
れる。
【００７９】
　また、タッチパッド１４において下方向へのフリック操作を行うと、上記した十字キー
１６の下キー押下時と同様に、アイコン選択画像ＩＳＩに表示される位置指定図形群５０
が、１つ順番が後の位置指定図形群５０に切り換えられ、上方向へのフリック操作を行う
と、上記した十字キー１６の上キー押下時と同様に、アイコン選択画像ＩＳＩに表示され
る位置指定図形群５０が、１つ順番が前の位置指定図形群５０に切り換えられる。
【００８０】
　なお、アイコン選択画像ＩＳＩは、ホームボタン４１と、一覧ボタン４５と、ブラウザ
ーボタン４３とを含んでいる。タッチパッド１４を介して、ホームボタン４１を指定して
クリック操作を行うと、頭部装着型表示装置１００は表示画像を標準のホームアプリケー
ション画像（不図示）に切り換える。ブラウザーボタン４３を指定してクリック操作を行
うと、頭部装着型表示装置１００はウェブブラウザーを起動する。一覧ボタン４５を指定
してクリック操作を行うと、頭部装着型表示装置１００は表示画像をアイコン一覧画像Ｉ
ＡＩに切り換える。
【００８１】
　図６は、アイコン一覧画像ＩＡＩの一例を示す説明図である。アイコン一覧画像ＩＡＩ
は、すべてのアイコン７１を２次元的に配置した画像である。アイコン一覧画像ＩＡＩは
、ホームボタン４１を含んでおり、ホームボタン４１を指定したクリック操作が行われる
と、頭部装着型表示装置１００は表示画像をアイコン選択画像ＩＳＩに切り換える。
【００８２】
　このように、頭部装着型表示装置１００のアイコン選択モードでは、アイコン選択画像
ＩＳＩに表示させる位置指定図形群５０を選択すると共に、位置指定図形群５０において
特定位置指定図形６１とする位置指定図形６０を選択することにより、所望のアイコン７
１を選択することができる。
【００８３】
Ａ－２－２．アイコン配置モードにおける表示画像：
　次に、アイコン配置モードにおいて、頭部装着型表示装置１００により表示される画像
（使用者の視野ＶＲに認識される虚像ＶＩ、図３参照）について説明する。アイコン配置
モードは、オブジェクトとしてのアイコンをいずれかの位置指定図形６０に配置するため
のモードである。アイコン選択画像ＩＳＩが表示されているアイコン選択モードにおいて
、決定キー１５の押下状態が所定時間継続されると（あるいはタッチパッド１４において
長クリック操作が行われると）、アイコン選択画像ＩＳＩにおいて特定位置指定図形６１
に配置されていたアイコン７１の配置を設定（変更）するためのアイコン配置モードに移
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行する。アイコン配置モードにおける画像表示処理は、主として、表示制御部１９０や画
像処理部１６０、アイコン管理部１５２の制御の下、画像表示部２０によって実行される
。
【００８４】
　図７は、アイコン配置モードにおいて表示されるアイコン配置画像ＩＤＩの一例を示す
説明図である。図７に示すように、アイコン配置画像ＩＤＩは、アイコン選択モードにお
いて表示されるアイコン選択画像ＩＳＩ（図４等）と、いくつかの相違点を除き共通した
画像となっている。なお、アイコン配置画像ＩＤＩは、本発明におけるオブジェクト配置
画像に相当する。
【００８５】
　具体的には、アイコン配置画像ＩＤＩは、アイコン選択画像ＩＳＩの位置指定図形群５
０に対応する配置用位置指定図形群５１を含んでいる。ここで、アイコン配置画像ＩＤＩ
の配置用位置指定図形群５１がアイコン選択画像ＩＳＩの位置指定図形群５０に対応して
いるとは、画像におけるいくつかの表現上の相違点を除き、両者の構成や内容が共通して
いることを意味する。
【００８６】
　すなわち、配置用位置指定図形群５１は、位置指定図形群５０と同様に、Ｎ（Ｎは３以
上の整数）個の位置指定図形６０から構成されている。配置用位置指定図形群５１を構成
する各位置指定図形６０は、カード状の図形であり、互いに間隔を空けてリング状に並べ
て配置されている。配置用位置指定図形群５１を構成する位置指定図形６０の数Ｎは固定
値であり、本実施例では１６個である。また、各位置指定図形６０は、配置用位置指定図
形群５１のリング状配置における手前側に位置する位置指定図形６０ほど大きく表示され
、配置用位置指定図形群５１を構成する少なくとも１つの位置指定図形６０は、配置用位
置指定図形群５１のリング状配置におけるより手前側に位置する位置指定図形６０より輪
郭がぼやけた表示とされる。また、各位置指定図形６０の形状自体も３次元的に表現され
ている。例えば、中央に位置する位置指定図形６０の左隣の位置指定図形６０（６２）の
形状は、右から左に向かって高さが徐々に低くなる略台形となっている。すなわち、各位
置指定図形６０は、遠近法を用いて表現されている。そのため、アイコン配置画像ＩＤＩ
では、配置用位置指定図形群５１のリング状配置の３次元的表現が強調される。
【００８７】
　また、配置用位置指定図形群５１を構成する各位置指定図形６０には、１つのアイコン
７１を配置可能である。また、アイコン配置画像ＩＤＩにおいて、配置用位置指定図形群
５１を構成する各位置指定図形６０の配置が形成するリングは、アイコン配置画像ＩＤＩ
の画像面に対して平行ではなく、所定の傾きを有している。ここで、リングがアイコン配
置画像ＩＤＩの画像面に対して平行ではなく所定の傾きを有しているとは、リングを面内
に含む仮想平面がアイコン配置画像ＩＤＩの画像面に平行ではないことを意味している。
また、アイコン配置画像ＩＤＩの画像面とは、使用者に視認される虚像ＶＩを面内に含む
仮想上の平面を意味している。
【００８８】
　アイコン配置画像ＩＤＩにおけるリング（を含む仮想平面）のアイコン配置画像ＩＤＩ
の画像面に対する傾きは、アイコン選択画像ＩＳＩにおけるリング（を含む仮想平面）の
アイコン選択画像ＩＳＩの画像面に対する傾き（略直角）と異なっている。そのため、ア
イコン選択画像ＩＳＩからアイコン配置画像ＩＤＩへの切り替えといった同様の画像間で
の表示切り替えの際に、使用者に画像が切り替わったことを明確に認識させることができ
る。また、本実施例では、アイコン配置画像ＩＤＩにおけるリング（を含む仮想平面）の
アイコン配置画像ＩＤＩの画像面に対する傾きは、すべての位置指定図形６０の少なくと
も一部分が他の位置指定図形６０に重ならないような角度に予め設定されている。そのた
め、アイコン配置画像ＩＤＩでは、すべての位置指定図形６０の少なくとも一部分が、他
の位置指定図形６０と重ならずに視認される。そのため、配置用位置指定図形群５１を回
転移動させずとも、配置用位置指定図形群５１を構成する位置指定図形６０のどれにアイ
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コン７１が配置されており、どれにアイコン７１が配置されていないかを一見して把握す
ることができる。
【００８９】
　また、アイコン配置画像ＩＤＩにおいて、配置用位置指定図形群５１のリング状配置に
おける最も手前側に位置する位置指定図形６０が、操作部１１０の操作によりアイコン７
１が配置可能な特定位置指定図形６１とされる。特定位置指定図形６１は、非透明で表示
され、特定位置指定図形６１以外の位置指定図形６０は、半透明で表示される。表示の違
いにより、使用者は、配置用位置指定図形群５１を構成するＮ個の位置指定図形６０から
、特定位置指定図形６１を識別することができる。
【００９０】
　また、アイコン配置画像ＩＤＩの背景部分は黒色画像である。従って、使用者の視野Ｖ
Ｒ（図３参照）において、虚像ＶＩとしてのアイコン配置画像ＩＤＩの背景部分は背後の
外景ＳＣが完全に透過して見え、使用者は、目の前に配置用位置指定図形群５１が浮かん
で見えるような視覚体験を得られる。また、アイコン配置画像ＩＤＩにおいて特定位置指
定図形６１は非透明で表示されるため、使用者にとっては、特定位置指定図形６１が手前
に飛び出して見えることとなる。
【００９１】
　アイコン配置画像ＩＤＩでは、配置設定の対象となっているアイコン７１が、特定位置
指定図形６１の上方に表示される。本実施例では、アイコン選択画像ＩＳＩ（図４等）か
らアイコン配置画像ＩＤＩへの表示切り替えの際には、アイコン選択画像ＩＳＩにおいて
特定位置指定図形６１に配置されていたアイコン７１が上方に移動すると共に位置指定図
形群５０の傾きが変わり、アイコン配置画像ＩＤＩの表示に切り替わるアニメーション表
現が行われる。また、アイコン配置画像ＩＤＩからアイコン選択画像ＩＳＩへの表示切り
替えの際には、その逆のアニメーション表現が行われる。
【００９２】
　操作部１１０が所定の回転指示操作を受け付けると、アイコン配置画像ＩＤＩにおいて
、配置用位置指定図形群５１を構成するＮ個の位置指定図形６０が、その配置順序を維持
したまま、リングの周方向に沿って、回転指示操作に応じた回転量だけ回転移動する。こ
のとき、各位置指定図形６０に配置されたアイコン７１も、各位置指定図形６０と共に回
転移動する。配置用位置指定図形群５１の回転指示操作は、アイコン選択モードにおける
位置指定図形群５０の回転指示操作と同様である。ただし、アイコン配置モードでは、各
位置指定図形６０におけるアイコン７１の配置有無に関わらず、すべての位置指定図形６
０が特定位置指定図形６１になることができる。従って、アイコン選択モードにおけるよ
うな回転量の調整は行われない。
【００９３】
　アイコン配置モードにおいて、決定キー１５が押下されると、配置設定の対象のアイコ
ン７１がその時点での特定位置指定図形６１上に配置されると共に、アイコン選択モード
に移行して、アイコン７１の新たな配置を反映したアイコン選択画像ＩＳＩに表示が切り
替わる。なお、アイコン配置画像ＩＤＩにおいてアイコン７１を配置する際に、特定位置
指定図形６１にアイコン７１が既に配置されていた場合には、特定位置指定図形６１に配
置されるアイコン７１が上書き設定される。
【００９４】
　また、アイコン配置画像ＩＤＩにおいて、バックキー１７が押下されると（またはバッ
クキー１７の押下状態が所定時間継続されると）、現在選択中のアイコン７１が削除され
ると共に、アイコン選択モードに移行してアイコン選択画像ＩＳＩに表示が切り替わる。
【００９５】
　また、配置用位置指定図形群５１は、５つの位置指定図形群５０に対応して５つ設定さ
れており、アイコン配置モードにおいて、操作部１１０を介して所定の切り替え指示操作
が受け付けられると、設定された順番に従って、表示する配置用位置指定図形群５１が切
り換えられる。アイコン配置画像ＩＤＩは、アイコン選択画像ＩＳＩと同様に、表示中の
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配置用位置指定図形群５１を識別するインジケーター３１を含んでいる。
【００９６】
　なお、アイコン配置モードにおける操作も、タッチパッド１４によって行うことができ
る。例えば、タッチパッド１４を介して、アイコン配置画像ＩＤＩの特定位置指定図形６
１の位置を指定してクリック操作を行うと、決定キー１５押下時と同様に、特定位置指定
図形６１にアイコン７１が配置される。特定位置指定図形６１の左隣の位置指定図形６０
（６２）を指定してクリック操作を行うと、十字キー１６の左キー押下時と同様に、配置
用位置指定図形群５１が全体的に（上から見て反時計回りに）回転移動し、回転移動前の
特定位置指定図形６１の左隣の位置指定図形６０（６２）が新たな特定位置指定図形６１
となった状態で停止する。同様に、特定位置指定図形６１の左隣のさらに左隣の位置指定
図形６０（６４）や、特定位置指定図形６１の右隣の位置指定図形６０（６３）、当該右
隣の位置指定図形６０（６３）のさらに右隣の位置指定図形６０（６５）を指定してクリ
ック操作を行うと、配置用位置指定図形群５１が全体的に回転移動して、クリック操作に
より指定した位置指定図形６０が特定位置指定図形６１となった状態で停止する。
【００９７】
　また、アイコン配置画像ＩＤＩにおいて、タッチパッド１４を介して、インジケーター
３１の１つのマークを指定してクリック操作を行うと、指定されたマークに対応する配置
用位置指定図形群５１が表示されるように、表示切り替えが行われる。なお、アイコン配
置画像ＩＤＩにおいては、ホームボタン４１や一覧ボタン４５、ブラウザーボタン４３は
選択することができない。アイコン配置画像ＩＤＩにおいて、タッチパッド１４を介して
、その他のエリアを指定してクリック操作を行うと、アイコン配置モードをキャンセルし
、アイコン選択モードに移行してアイコン選択画像ＩＳＩを表示する。
【００９８】
　また、タッチパッド１４において右方向へのフリック操作を行うと、十字キー１６の左
キー押下時と同様に、配置用位置指定図形群５１が全体的に（上から見て反時計回りに）
回転移動し、左方向へのフリック操作を行うと、十字キー１６の右キー押下時と同様に、
配置用位置指定図形群５１が全体的に（上から見て時計回りに）回転移動する。また、タ
ッチパッド１４において下方向へのフリック操作を行うと、十字キー１６の下キー押下時
と同様に、アイコン配置画像ＩＤＩに表示される配置用位置指定図形群５１が、１つ順番
が後の配置用位置指定図形群５１に切り換えられ、上方向へのフリック操作を行うと、十
字キー１６の上キー押下時と同様に、アイコン配置画像ＩＤＩに表示される配置用位置指
定図形群５１が、１つ順番が前の配置用位置指定図形群５１に切り換えられる。
【００９９】
　このように、頭部装着型表示装置１００のアイコン配置モードでは、アイコン配置画像
ＩＤＩに表示させる配置用位置指定図形群５１を選択すると共に、配置用位置指定図形群
５１において特定位置指定図形６１とする位置指定図形６０を選択することにより、所望
の位置にアイコン７１を配置することができる。
【０１００】
　なお、アイコン配置モードへの移行の条件は、アイコン選択画像ＩＳＩが表示されてい
るときに決定キー１５の押下状態が所定時間継続された場合（あるいはタッチパッド１４
において長クリック操作が行われた場合）に限られず、他の条件でも行われる。例えば、
アイコン一覧画像ＩＡＩ（図６）が表示されているときに、操作部１１０を介した所定の
操作が行われると、選択されたアイコンの配置を設定するためのアイコン配置モードに移
行する。
【０１０１】
　また、アイコン選択モードにおいてアイコン選択画像ＩＳＩが表示されているときに、
操作部１１０を介した所定の操作が行われると、アイコン選択画像ＩＳＩにメニュー画面
が追加される。図８は、メニュー画面が追加されたアイコン選択画像ＩＳＩの一例を示す
、説明図である。アイコン選択画像ＩＳＩに追加されたメニュー画面における追加ボタン
７２を選択すると、追加するオブジェクトを選択するための追加ダイアログＡＤが表示さ



(20) JP 2012-174149 A 2012.9.10

10

20

30

40

50

れる。図９は、追加ダイアログＡＤの一例を示す説明図である。追加ダイアログＡＤにお
いて、所望のアイコンを選択する操作が行われると、選択されたアイコンの配置を設定す
るためのアイコン配置モードに移行する。
【０１０２】
　あるいは、アイコン選択モードにおいて、１つのアイコン７１の配置も設定されていな
いときに、操作部１１０を介した所定の操作が行われると、追加ダイアログＡＤ（図９）
が表示され、追加ダイアログＡＤにおいて、所望のアイコンを選択する操作が行われると
、選択されたアイコンの配置を設定するためのアイコン配置モードに移行する。
【０１０３】
　以上説明したように、本実施例の頭部装着型表示装置１００は、アイコン７１を選択す
るためのアイコン選択画像ＩＳＩを表示することができる。アイコン選択画像ＩＳＩは、
それぞれ１つのアイコン７１を配置可能なＮ（Ｎは３以上の整数）個の位置指定図形６０
で構成された位置指定図形群５０を含む。位置指定図形群５０を構成する各位置指定図形
６０は、アイコン選択画像ＩＳＩの画像面に平行でないリング状に並べて配置される。操
作部１１０が所定の回転指示操作を受け付けると、アイコン選択画像ＩＳＩにおいて、位
置指定図形群５０が、各位置指定図形６０上に配置されたアイコン７１と共に、リングの
周方向に沿って回転指示操作に応じた回転量だけ回転移動する。回転移動の停止状態にお
いて、位置指定図形群５０における特定位置指定図形６１は、特定位置指定図形６１上に
配置されたアイコン７１が選択可能であることが識別可能な表示とされる。このように、
本実施例の頭部装着型表示装置１００では、アイコン選択画像ＩＳＩに表示される位置指
定図形群５０を構成する位置指定図形６０の数Ｎが増減しないため、位置指定図形６０間
の間隔や位置指定図形６０の大きさといった位置指定図形６０の配置態様が変化せず、常
に同一配置態様の位置指定図形６０が表示される。そのため、使用者は、位置指定図形群
５０へのアイコン７１の配置状況の如何に関わらず、画面構成に違和感を抱きにくい。ま
た、アイコン選択画像ＩＳＩに表示される位置指定図形群５０を構成する位置指定図形６
０の数Ｎが増減しないため、１画面に表示される位置指定図形６０の数が多すぎて位置指
定図形６０に配置された所望のアイコンが見付けづらくなることがない。反対に、１画面
に表示される位置指定図形６０の数が少なすぎて、位置指定図形６０がリング状に配置さ
れていることを認識しづらくなって位置指定図形群５０を回転移動させる操作を直感的に
行うことが難しくなることもない。また、アイコン７１のデザインテイストが不揃いであ
る場合にも、位置指定図形６０の存在により、画像に一定の統一感をもたせることができ
る。従って、本実施例の頭部装着型表示装置１００では、使用者の利便性（使い勝手）を
向上させることができる。
【０１０４】
　また、本実施例では、アイコン選択画像ＩＳＩにおいて、アイコン７１が配置されてい
ない位置指定図形６０が特定位置指定図形６１とならないように、位置指定図形群５０の
回転量が調整されるため、未配置位置指定図形が特定位置指定図形６１となって再度回転
指示操作が必要になるようなことがなく、使用者の利便性をさらに向上させることができ
る。
【０１０５】
　また、本実施例では、アイコン選択画像ＩＳＩにおいて、特定位置指定図形６１は位置
指定図形群５０のリング状配置における最も手前側の位置の位置指定図形６０であり、特
定位置指定図形６１は非透明で表示され、特定位置指定図形６１以外の位置指定図形６０
は半透明で表示される。そのため、選択可能な特定位置指定図形６１をそれ以外の位置指
定図形６０よりも目立たつように表示することができ、現在選択されているアイコン７１
をひと目で認識することができる。また、アイコン選択画像ＩＳＩの画像面に対するリン
グ状配置の傾きは、奥側に位置する少なくとも１つの位置指定図形６０の少なくとも一部
分が手前側に位置する位置指定図形６０に重なるような角度に設定されているが、特定位
置指定図形６１以外の位置指定図形６０が半透明で表示されるため、３次元的表現を損な
うことなく、特定位置指定図形６１が強調されるような表現とすることができる。



(21) JP 2012-174149 A 2012.9.10

10

20

30

40

50

【０１０６】
　また、本実施例では、アイコン選択画像ＩＳＩにおいて、各位置指定図形６０は、リン
グ状配置における手前側に位置する位置指定図形６０ほど大きく表示される。また、少な
くとも１つの位置指定図形６０は、リング状配置におけるより手前側に位置する位置指定
図形６０より輪郭がぼやけた表示とされる。そのため、位置指定図形群５０の３次元的表
現を強調することができる。
【０１０７】
　また、本実施例では、位置指定図形群５０が複数設定されており、操作部１１０が所定
の切り替え指示操作を受け付けると、アイコン選択画像ＩＳＩにおいて、表示される位置
指定図形群５０が他の位置指定図形群５０に切り換えられる。そのため、１画面に表示す
る位置指定図形６０の数をＮ個に固定しつつ、Ｎ個を超えるアイコン７１の配置・選択を
可能とすることができる。
【０１０８】
　また、本実施例では、位置指定図形群５０の表示切り替えの際に、新たに表示する位置
指定図形群５０における特定位置指定図形６１にアイコン７１が配置されていない場合に
は、オブジェクトが配置された位置指定図形６０が特定位置指定図形６１となるように、
位置指定図形群５０が回転移動される。そのため、位置指定図形群５０の表示切り替えの
後に、未配置位置指定図形が特定位置指定図形６１となって再度回転指示操作が必要にな
るようなことがなく、使用者の利便性をさらに向上させることができる。
【０１０９】
　また、本実施例の頭部装着型表示装置１００は、アイコン７１を位置指定図形６０に配
置するためのアイコン配置画像ＩＤＩを表示することができる。アイコン配置画像ＩＤＩ
は、アイコン選択画像ＩＳＩにおける位置指定図形群５０に対応する配置用位置指定図形
群５１を含んでいる。操作部１１０が所定の回転指示操作を受け付けると、アイコン配置
画像ＩＤＩにおいて、配置用位置指定図形群５１が、各位置指定図形６０上に配置された
アイコン７１と共に、リングの周方向に沿って回転指示操作に応じた回転量だけ回転移動
し、配置用位置指定図形群５１における特定位置指定図形６１にアイコン７１を配置可能
であることが識別可能な表示となる。このように、本実施例の頭部装着型表示装置１００
では、アイコン配置画像ＩＤＩにおいても、配置用位置指定図形群５１を構成する位置指
定図形６０の数Ｎが増減しないため、位置指定図形６０にアイコン７１を配置する際の使
用者の利便性（使い勝手）を向上させることができる。
【０１１０】
　また、本実施例では、アイコン配置画像ＩＤＩにおいて、配置用位置指定図形群５１の
リング状配置のアイコン配置画像ＩＤＩの画像面に対する傾きは、すべての位置指定図形
６０の少なくとも一部分が他の位置指定図形６０に重ならないような角度に設定されてい
る。そのため、配置用位置指定図形群５１を回転移動させずとも、配置用位置指定図形群
５１を構成する位置指定図形６０のどれにアイコン７１が配置されており、どれにアイコ
ン７１が配置されていないかを一見して把握することができ、位置指定図形６０にアイコ
ン７１を配置する際の使用者の利便性をさらに向上させることができる。
【０１１１】
Ｂ．変形例：
　なお、この発明は上記の実施例や実施形態に限られるものではなく、その要旨を逸脱し
ない範囲において種々の態様において実施することが可能であり、例えば次のような変形
も可能である。
【０１１２】
Ｂ１．変形例１：
　上記実施例における頭部装着型表示装置１００の構成は、あくまで一例であり、種々変
形可能である。例えば、上記実施例では、頭部装着型表示装置１００は、操作部１１０と
して、タッチパッド１４や、決定キー１５、十字キー１６、バックキー１７等を有すると
しているが、これらに加えて、操作用スティックやキーボード、マウスといった他の操作
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用デバイスを有するとしてもよい。また、頭部装着型表示装置１００は、操作部１１０と
して、上述の操作用デバイスの少なくとも１つを有さないとしてもよい。
【０１１３】
　また、上記実施例において、十字キー１６は、上下左右の方向指示を可能な他の形状の
操作用デバイスに変更可能である。また、タッチパッド１４は、抵抗膜式や圧力検出式、
光学式といった他の方式のタッチパッドに変更可能である。なお、タッチパッド１４は、
操作面の領域と虚像ＶＩ表示のための有効な画像表示領域とが１対１で対応した絶対座標
方式のタッチパッドであるとしてもよいし、操作面の領域と虚像ＶＩ表示のための有効な
画像表示領域とが１対１で対応していない相対座標方式のタッチパッドであるとしてもよ
い。
【０１１４】
　また、上記実施例では、制御部１０と画像表示部２０とが接続部４０により有線接続さ
れるとしているが、制御部１０と画像表示部２０とが、無線ＬＡＮや赤外線通信、Blueto
oth（ブルートゥース）等の信号伝送路を介して接続されるとしてもよい。
【０１１５】
　また、上記実施例では、外部機器ＯＡからインターフェイス１８０を介してコンテンツ
データが供給されるとしているが、頭部装着型表示装置１００の制御部１０の記憶部１２
０にコンテンツデータが格納され、記憶部１２０に格納されたコンテンツデータに基づき
画像表示が行われるとしてもよい。
【０１１６】
　また、上記実施例では、画像光を生成する構成として、ＬＣＤと光源とを利用している
が、これらに代えて、有機ＥＬディスプレイといった他の表示素子を採用してもよい。ま
た、イヤホン３２，３４は省略してもよい。
【０１１７】
　また、上記実施例において、頭部装着型表示装置１００は、使用者の左右の眼に同じ画
像を表す画像光を導いて使用者に二次元画像を視認させるとしてもよいし、使用者の左右
の眼に異なる画像を表す画像光を導いて使用者に三次元画像を視認させるとしてもよい。
【０１１８】
　また、上記実施例では、眼鏡のように装着する画像表示部２０を採用しているが、画像
表示部として、例えば帽子のように装着する画像表示部といった他の形状の画像表示部を
採用してもよい。また、画像表示部が通常の平面型ディスプレイ装置（液晶ディスプレイ
装置、プラズマディスプレイ装置、有機エレクトロルミネッセンス（Electro-Luminescen
ce：ＥＬ）ディスプレイ装置等）であるとしてもよい。この場合にも、制御部１０と画像
表示部２０との間の接続は、有線の信号伝送路を介した接続であってもよいし、無線の信
号伝送路を介した接続であってもよい。このようにすれば、制御部１０を、通常の平面型
ディスプレイ装置のリモコンとして利用することができる。
【０１１９】
　また、上記実施例では、頭部装着型表示装置１００は、両眼タイプの光学透過型頭部装
着型表示装置であるとしているが、本発明は、例えばビデオ透過型や非透過型、単眼タイ
プといった他の形式の頭部装着型表示装置にも同様に適用可能である。さらに、本発明は
、頭部装着型表示装置に限らず、パーソナルコンピューターやプロジェクター、テレビ、
携帯情報端末といった他の情報処理装置にも適用可能である。例えば、本発明をテレビに
適用した場合には、アイコン選択画像ＩＳＩやアイコン配置画像ＩＤＩにおける特定位置
指定図形６１以外の位置指定図形６０は、半透明で表示され、位置指定図形６０の背後に
位置する他のオブジェクトや画面自体の色（通常は黒色）が透けて視認されように表示さ
れる。また、本発明は、頭部装着型表示装置や、パーソナルコンピューター、プロジェク
ター、テレビ、携帯情報端末といった表示部を有する情報処理装置を制御する制御装置（
例えばリモートコントローラー）にも適用可能である。
【０１２０】
　また、上記実施例において、ハードウェアによって実現されていた構成の一部をソフト
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ウェアに置き換えるようにしてもよく、逆に、ソフトウェアによって実現されていた構成
の一部をハードウェアに置き換えるようにしてもよい。例えば、上記実施例では、画像処
理部１６０や音声処理部１７０は、ＣＰＵ１４０がコンピュータープログラムを読み出し
て実行することにより実現されるとしているが、これらの機能部はハードウェア回路によ
り実現されるとしてもよい。
【０１２１】
　また、本発明の機能の一部または全部がソフトウェアで実現される場合には、そのソフ
トウェア（コンピュータープログラム）は、コンピューター読み取り可能な記録媒体に格
納された形で提供することができる。この発明において、「コンピューター読み取り可能
な記録媒体」とは、フレキシブルディスクやＣＤ－ＲＯＭのような携帯型の記録媒体に限
らず、各種のＲＡＭやＲＯＭ等のコンピューター内の内部記憶装置や、ハードディスク等
のコンピューターに固定されている外部記憶装置も含んでいる。
【０１２２】
Ｂ２．変形例２：
　上記実施例におけるアイコン選択画像ＩＳＩやアイコン配置画像ＩＤＩの構成はあくま
で一例であり、種々変形可能である。例えば、上記実施例では、アイコン選択画像ＩＳＩ
に含まれる位置指定図形群５０（またはアイコン配置画像ＩＤＩに含まれる配置用位置指
定図形群５１）を構成する位置指定図形６０の数Ｎは３以上の整数であるとしているが、
位置指定図形群５０（または配置用位置指定図形群５１）のリング状配置を視覚的に容易
に認識させるために、位置指定図形６０の数Ｎは、８以上の整数であることが好ましく、
１２以上であることがさらに好ましく、１６以上であることがさらに好ましい。ただし、
位置指定図形６０の大きさをある程度の大きさに保ちつつ位置指定図形６０同士の重なり
を防止するとの観点から、位置指定図形群５０（または配置用位置指定図形群５１）を構
成する位置指定図形６０の数Ｎは、３２以下であることが好ましい。
【０１２３】
　また、アイコン選択画像ＩＳＩやアイコン配置画像ＩＤＩにおいて、位置指定図形群５
０や配置用位置指定図形群５１のリング状配置のアイコン選択画像ＩＳＩの画像面に対す
る傾きは、アイコン選択画像ＩＳＩやアイコン配置画像ＩＤＩがアイコン選択画像ＩＳＩ
の画像面に対して平行とならない限り、任意の値に変更可能である。また、アイコン選択
画像ＩＳＩやアイコン配置画像ＩＤＩにおいて、位置指定図形群５０や配置用位置指定図
形群５１を構成する各位置指定図形６０の大きさや輪郭のぼけ具合、形状等は、任意に変
更可能である。
【０１２４】
　また、アイコン選択画像ＩＳＩやアイコン配置画像ＩＤＩにおいて、位置指定図形群５
０や配置用位置指定図形群５１の内の特定位置指定図形６１の位置は、任意に変更可能で
ある。また、特定位置指定図形６１と特定位置指定図形６１以外の位置指定図形６０との
非透明／半透明表示は、任意に変更可能である。
【０１２５】
　また、上記実施例では、５つの位置指定図形群５０（または配置用位置指定図形群５１
、以下同じ）が設定されるとしているが、位置指定図形群５０の数は４つ以下であっても
よいし、６つ以上であってもよい。また、使用者の操作に応じて、位置指定図形群５０の
数を増減させることができるとしてもよい。
【０１２６】
　また、位置指定図形６０に配置されるオブジェクトはアイコン７１に限らず、フォルダ
ーやファイルといった他のオブジェクトであってもよい。また、例えば、一の位置指定図
形群５０をアイコン配置用とし、他の位置指定図形群５０をフォルダー配置用とするなど
、各位置指定図形群５０の属性を設定するものとしてもよい。
【符号の説明】
【０１２７】
　　１０…制御部
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　　１２…点灯部
　　１４…タッチパッド
　　１５…決定キー
　　１６…十字キー
　　１７…バックキー
　　１８…電源スイッチ
　　２０…画像表示部
　　２１…耳掛部
　　２２…右表示駆動部
　　２４…左表示駆動部
　　２６…右光学パネル
　　２８…左光学パネル
　　３１…インジケーター
　　３２…右イヤホン
　　３４…左イヤホン
　　４０…接続部
　　４１…ホームボタン
　　４２…右ケーブル
　　４３…ブラウザーボタン
　　４４…左ケーブル
　　４５…一覧ボタン
　　４６…連結部
　　４８…本ケーブル
　　５０…位置指定図形群
　　５１…配置用位置指定図形群
　　６０…位置指定図形
　　６１…特定位置指定図形
　　７１…アイコン
　　７２…追加ボタン
　　１００…頭部装着型表示装置
　　１１０…操作部
　　１１２…操作制御部
　　１２０…記憶部
　　１３０…電源
　　１４０…ＣＰＵ
　　１５０…ＯＳ
　　１５２…アイコン管理部
　　１６０…画像処理部
　　１７０…音声処理部
　　１８０…インターフェイス
　　１９０…表示制御部
　　２０１…右光源制御部
　　２０２…左光源制御部
　　２２１…右光源
　　２２２…左光源
　　２５１…右投写光学系
　　２５２…左投写光学系
　　２６１…右導光板
　　２６２…左導光板
　　ＩＡＩ…アイコン一覧画像
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　　ＩＤＩ…アイコン配置画像
　　ＩＳＩ…アイコン選択画像
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